
ソ
イ
‥
高
密
鰹
聾
論
い
叢
 
弟
二
十
壷
 
顔
二
襲
 
 

（
未
 
完
）
 
 

第
 
叫
 
節
 
投
資
の
問
題
蛙
 
 

投
資
の
問
題
は
ケ
イ
ン
ズ
の
「
ニ
堅
埋
諭
」
を
掠
っ
て
論
議
孟
彗
警
と
周
知
の
通
・
芸
あ
る
。
そ
れ
は
；
に
‥
践
、
投
資
 
 

品
番
の
均
等
中
間
題
と
L
て
多
く
の
人
言
よ
づ
最
上
げ
克
、
花
。
就
中
、
高
田
望
、
ラ
ナ
ー
、
オ
り
り
毒
の
論
究
は
影
 
 

車
力
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
二
つ
に
は
一
校
資
戎
数
の
開
放
と
し
て
、
例
へ
ぼ
、
ハ
ア
バ
ラ
ア
ー
ブ
レ
し
シ
ア
ニ
；
芸
ニ
、
ス
ト
 
 

ォ
ン
、
芸
ア
ト
ソ
ン
等
の
人
這
よ
つ
て
葦
上
げ
ら
ー
れ
た
。
し
か
も
其
の
乗
数
思
考
は
雷
投
資
に
紺
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
例
 
 
 

〆
 
 
 

投
琴
と
利
子
 
 

】
 
 

第
 
↓
 
節
 
 
 

第
 
〓
 
節
 
 
 

琴
±
ニ
節
 
 
 

投
 
資
 
と
 
利
 
子
 
 

日
 
 
 

没
 
蕾
 
の
 
間
送
性
 
 

若
－
†
 
の
∵
 
愴
 
 

投
函
∵
利
子
叩
危
険
（
カ
レ
ツ
キ
ー
の
場
合
）
 
 

松
∵
 
披
 
 
巽
 
東
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笥
二
十
仙
巷
 
第
二
批
 
 

二
 
 

へ
ぼ
ハ
ロ
ッ
ド
の
貿
易
理
論
へ
の
携
張
の
如
き
、
適
用
範
囲
む
か
奉
り
焼
く
し
て
釆
て
ゐ
る
。
も
と
よ
り
乗
数
思
考
が
単
に
ケ
イ
ン
 
 

ズ
に
於
い
て
始
ま
つ
牢
の
で
は
な
く
、
カ
ー
ン
の
慮
僻
乗
数
に
於
い
て
明
確
な
形
一
を
輿
へ
ら
れ
た
こ
と
は
腰
七
指
摘
さ
れ
る
と
こ
 
 

ち
で
あ
る
が
、
ケ
イ
ン
ズ
「
叫
般
理
論
」
の
投
資
乗
数
が
新
た
な
る
則
戟
む
提
供
し
た
こ
と
は
、
是
を
看
過
し
難
い
で
あ
ら
う
。
と
 
 

こ
ろ
で
、
こ
の
祓
な
投
賓
の
問
題
は
、
ケ
イ
ン
ズ
埋
論
の
叫
つ
の
特
徴
と
云
は
れ
る
親
機
的
へ
a
竃
e
g
a
t
e
）
把
墟
に
於
い
て
魔
埋
 
 

さ
れ
て
釆
た
こ
と
を
、
そ
れ
の
性
格
と
し
て
ゐ
る
。
併
し
、
玄
に
裸
上
げ
る
投
資
の
問
題
は
、
む
し
ろ
、
極
め
て
部
分
的
な
把
捉
に
 
 

待
つ
も
の
で
あ
る
。
即
ち
一
騎
者
竺
足
軽
済
祀
愈
全
般
に
慮
る
と
こ
ろ
の
、
言
は
ば
、
宜
祀
的
嘩
撃
と
す
る
な
ら
ば
、
後
者
は
、
 
 

叫
企
発
着
の
、
碩
硯
的
問
題
と
言
は
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
威
に
限
定
さ
れ
た
意
味
の
投
資
の
場
合
、
投
資
螢
決
定
と
利
子
と
の
組
 
 

係
が
如
何
に
あ
る
・
か
を
問
題
の
蚤
瓢
と
し
て
吟
味
し
た
い
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
通
常
の
見
解
に
従
へ
．
ぼ
、
投
資
は
資
本
の
限
界
生
産
力
乃
至
限
界
数
傘
と
利
子
と
の
関
係
に
於
い
て
決
定
さ
れ
る
。
 
 

両
し
七
、
投
資
は
経
済
憺
系
に
於
け
る
被
決
定
者
で
挙
り
、
反
之
、
資
漆
の
限
界
致
率
及
び
利
子
率
は
そ
れ
の
決
定
者
と
し
て
働
 
 

†
り
 
く
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
決
定
者
ほ
、
そ
の
倦
む
相
軍
小
ら
引
出
さ
れ
な
小
意
味
軋
於
い
て
猫
立
だ
と
見
ら
れ
て
ゐ
倉
（
。
例
へ
ぼ
 
 

ケ
イ
ン
ズ
に
於
い
て
は
、
利
子
は
流
動
性
避
凝
と
貨
幣
の
存
在
数
盈
と
に
依
っ
て
輿
へ
ら
れ
、
匂
れ
を
資
本
の
限
界
効
率
に
依
存
せ
 
 

し
め
・
㌢
と
す
る
見
解
か
ら
は
平
離
L
て
ゐ
る
。
而
し
て
資
承
の
限
界
数
率
は
将
来
期
待
の
現
在
的
影
響
七
莞
さ
れ
、
利
子
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
）
 
 

2
 
 

3二‥  

．  

ざ 
f、 
に の  

i
ゴ
t
訂
丁
訂
。
H
y
。
呵
E
c
。
n
。
邑
c
句
－
u
c
－
邑
i
声
C
F
座
）
 
を
跡
づ
げ
吟
晩
計
試
み
る
ヱ
と
に
よ
つ
て
、
「
投
資
と
利
子
」
の
問
 
 

題
解
明
の
叫
つ
の
準
備
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
 
 

註
血
 
J
宗
e
y
n
声
丁
訂
G
喜
e
r
a
－
T
h
e
O
r
y
O
f
E
m
p
－
O
y
m
e
計
I
n
t
e
r
e
s
t
a
n
d
芽
莞
y
n
『
勺
巾
ヒ
品
1
－
0
0
A
．
 
 
 

そ  
れ  
と  
し  
‾こ  
輿   

一
つ
の
悠
件
と
し
七
考
慮
し
よ
う
と
す
る
カ
レ
ツ
キ
ー
の
見
解
が
あ
る
。
そ
抄
投
資
決
定
論
（
M
．
内
a
l
e
c
k
i
）
E
s
s
a
Y
S
 
 

へ
ら
れ
る
（
。
個
別
的
企
漂
着
の
投
贅
沢
定
の
場
合
、
更
に
、
賂
来
期
得
の
叫
要
因
と
し
て
危
険
要
素
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わ
∴
軒
d
．
P
勺
り
一
会
Ⅰ
芸
か
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
′
．
ヽ
 
 
 

ヽ
ノ
、
 

ぴ
、
－
′
イ
ン
ズ
の
場
合
に
も
、
投
貞
穏
た
影
響
す
る
と
こ
ろ
の
危
険
の
鶉
「
欝
由
盲
し
て
、
企
業
者
乃
至
借
手
の
危
険
が
考
慮
さ
れ
て
ゐ
る
が
 
 

カ
レ
ツ
キ
ー
の
場
合
と
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。
（
内
β
邑
s
｝
。
p
．
C
i
t
．
P
P
∴
念
Ⅰ
－
余
．
）
 
 

第
三
節
 
投
資
。
利
子
。
危
険
（
カ
レ
ツ
キ
ー
の
場
合
）
 
 

ヵ
レ
、
ッ
キ
ー
と
共
把
、
山
人
の
企
業
意
が
、
成
る
叫
建
期
間
、
従
事
す
る
投
資
の
大
き
さ
は
、
如
何
に
し
て
決
定
さ
れ
る
か
を
問
題
 
 

の
焦
鮎
之
サ
る
。
例
へ
、
ぼ
、
雷
該
企
業
者
が
∵
足
の
生
産
物
む
生
産
す
る
エ
場
を
遊
て
1
常
該
生
踵
物
を
典
籍
し
よ
う
と
す
る
場
・
片
 
 

そ
の
親
桟
は
如
珂
に
L
て
決
定
さ
れ
る
か
を
問
題
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
常
該
生
産
物
の
腰
格
、
努
質
の
水
準
、
原
料
の
偵
格
、
蓮
 
 

地
物
建
設
の
費
局
、
利
子
率
等
々
む
含
む
と
こ
ろ
仇
、
典
へ
ら
れ
た
摘
場
條
僻
に
企
業
者
は
寧
掌
る
で
 

こ
れ
ら
の
緒
偵
格
や
諸
費
用
の
可
能
な
野
諾
欒
化
に
威
い
て
は
ー
む
し
ろ
、
漠
琴
と
し
た
観
念
し
か
持
っ
て
ゐ
な
い
。
而
し
て
、
 
 

基
等
の
智
識
な
・
り
観
念
な
り
が
、
校
数
さ
る
ペ
き
資
本
の
紙
盤
（
そ
れ
を
k
で
表
は
し
、
貨
幣
の
項
目
で
計
ら
れ
る
も
の
と
す
る
）
 
 

ヽ
ノ
 
4
 
 

及
び
適
用
さ
る
べ
き
年
産
方
訟
の
選
捲
の
基
礎
と
き
篭
如
ち
、
投
資
計
富
の
條
件
に
な
る
（
。
 
 
 

今
憤
り
に
、
資
本
の
「
定
螢
と
這
の
生
産
方
法
と
が
輿
へ
ら
れ
る
と
す
る
。
企
業
者
は
、
そ
れ
ら
を
用
ひ
て
計
芸
恕
立
ゼ
、
計
 
 

董
せ
る
エ
場
の
耐
用
年
限
の
閻
正
、
蕗
の
僻
乗
報
酬
・
（
f
u
t
莞
r
巾
冒
n
）
軍
票
・
…
守
．
を
見
疎
る
。
そ
れ
ら
幣
紙
蛍
 
 

上
（
r
e
く
溜
e
S
）
と
姦
費
用
ノ
ぺ
き
c
・
訝
c
。
S
t
S
）
と
′
沖
差
警
L
て
威
掌
る
。
此
の
扇
の
報
酬
む
割
引
し
で
ー
投
下
慧
 
 

螢
k
姦
る
が
如
基
を
缶
で
示
し
、
之
姦
想
利
潤
率
び
（
虻
遥
象
諸
星
…
首
き
）
と
呼
ぶ
こ
と
写
る
。
そ
れ
と
 
 

共
に
、
漆
恕
利
潤
を
等
現
像
せ
．
ぼ
、
そ
れ
は
、
k
と
6
の
積
を
表
示
す
る
。
（
肖
＝
k
甲
）
 
 

扱
、
次
に
、
企
業
者
は
輿
へ
ら
れ
た
投
資
盛
k
に
封
し
て
、
預
想
利
潤
率
を
極
大
な
ら
し
む
る
や
う
な
生
産
方
法
む
選
持
す
る
と
 
 
 

控
＝
資
と
利
子
 
 

≡
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四
 
 

鰐
〓
十
仙
名
第
〓
牧
 
 

憧
走
す
る
。
さ
う
す
る
．
と
、
k
の
如
何
な
る
憤
他
に
勤
し
て
も
、
確
走
的
な
る
極
大
感
福
利
潤
．
伽
が
呼
臆
す
る
。
生
踵
方
法
が
刷
沈
 
 

嚢
盈
k
の
す
べ
て
の
債
値
に
対
し
て
接
ば
れ
て
ゐ
畠
と
す
れ
ぼ
、
企
業
者
は
、
最
も
好
ま
L
い
k
の
大
き
さ
、
即
ち
、
投
資
の
大
 
 

き
草
を
準
鱒
し
琵
琶
筈
氾
靂
琴
躍
、
・
相
場
利
芸
β
蒜
誉
れ
る
資
湾
魚
雷
ね
ぼ
警
ぬ
歳
時
に
、
危
渦
 
 

雄
 
 

の
割
引
若
し
寄
れ
ぼ
篭
ぬ
。
こ
の
露
割
引
警
告
よ
つ
て
撃
写
沌
。
さ
う
す
る
と
、
企
著
の
慧
利
得
 
 

（
昌
t
r
竜
毒
n
e
u
誌
p
岩
S
p
e
C
t
i
完
g
a
i
n
）
 
g
の
大
童
さ
は
次
の
如
く
で
・
あ
る
。
 
 

g
＝
計
⊥
も
十
㌔
）
k
√
 
 
 

か
く
て
、
企
巣
窟
が
極
大
の
利
得
敏
雄
得
す
る
k
の
大
き
さ
は
、
次
の
方
程
式
を
満
足
す
る
と
こ
ろ
の
k
螢
で
な
け
れ
ぼ
寧
b
ぬ
。
 
 

韓
＝
も
＋
へ
 
 

）
 
 

7
 
 
 

而
し
て
†
か
か
る
k
の
大
き
さ
が
、
投
資
の
最
も
好
蓋
し
や
放
で
あ
る
（
。
 
 

の
、
慧
利
潤
率
で
あ
る
。
此
の
軸
・
を
、
限
豊
懇
親
潤
率
（
m
温
邑
匂
r
。
S
p
亀
i
ノ
…
a
訂
。
首
。
茸
或
は
、
簡
潔
 
＼
－
ノ
 
 

の
た
め
、
限
界
利
潤
率
へ
m
a
温
n
a
＝
a
巾
e
O
ぶ
T
O
雪
と
呼
ぶ
こ
む
に
す
る
讐
（
是
は
、
そ
の
構
想
に
於
い
て
、
ケ
イ
r
ズ
の
 
 

安
泰
の
限
界
故
率
穿
y
n
e
s
）
m
a
温
邑
島
i
c
i
e
n
c
y
乳
c
a
p
甘
1
．
及
び
フ
ィ
シ
ヤ
ー
の
費
用
超
過
収
益
率
叫
・
『
i
s
訂
呵
）
邑
命
 
 

○
ご
付
冒
n
＼
○
完
H
 
C
邑
忙
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
）
投
資
の
大
き
苧
針
粗
衣
を
以
一
つ
て
示
ぜ
ぼ
√
疫
資
の
大
き
さ
k
は
、
限
界
利
潤
 
 

率
が
、
利
芸
ぞ
危
像
率
〆
と
骨
髄
し
違
に
於
い
て
、
誉
れ
る
絆
（
第
東
風
）
 
 
 

次
の
甲
山
鱒
か
な
る
如
く
、
投
烹
さ
る
べ
き
慮
も
好
蓋
し
い
盈
転
が
有
限
で
あ
る
の
政
、
k
が
或
る
⊥
衷
畳
を
超
え
る
時
、
限
界
 
 

利
潤
率
が
下
落
す
る
場
合
こ
鳴
る
。
と
こ
ろ
で
、
此
の
眼
界
刊
潤
率
の
下
落
は
、
通
常
の
見
解
む
以
っ
て
す
れ
ぼ
、
事
貨
、
生
起
す
 
 

は
、
k
も
■
k
＋
d
甘
も
、
共
に
、
汲
邁
生
紹
方
法
で
投
禿
さ
れ
る
場
今
投
資
螢
k
把
封
す
る
、
小
さ
き
資
本
増
分
赦
 
 

り
射
き
ご
〉
ゝ
二
．
．
⊥
」
）
 
d
頴
m
 
こ
ー
▲
㌻
㌻
は
㌻
n
．
＝
‖
J
汀
封
ヨ
ニ
ミ
一
＼
．
．
≡
巨
」
．
′
一
…
－
〉
〉
↑
ト
〉
…
㌻
〉
b
…
〉
㌘
ノ
 
乾
£
，
有
望
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l
 
 

こ
ろ
の
管
理
の
困
難
に
税
率
だ
持
つ
、
と
通
常
覇
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
一
 
 

之
亦
、
例
へ
ば
十
の
エ
場
が
、
T
∧
の
代
り
に
、
十
人
の
猫
立
管
理
者
を
以
て
出
致
す
れ
ば
、
管
理
の
因
井
注
解
ぬ
す
る
と
冨
ふ
。
 
 

た
だ
、
現
存
諾
企
業
の
空
均
的
大
き
さ
に
造
か
畔
上
位
す
る
が
如
き
産
業
的
玄
人
む
構
菰
す
る
場
合
に
の
み
、
此
の
管
理
の
囚
雑
は
 
 

準
用
し
得
る
。
従
つ
て
、
通
常
の
規
模
に
於
け
る
企
業
の
場
今
こ
の
管
理
の
困
難
の
故
の
大
規
櫻
不
敗
折
の
理
山
は
、
根
城
が
開
 
 

い
主
旨
ふ
。
琴
一
の
、
不
完
全
競
争
に
就
い
て
は
、
不
完
撃
と
晋
ふ
こ
と
が
薄
弱
で
あ
針
、
莫
大
凍
猪
企
滋
が
計
貴
さ
れ
る
で
あ
ら
 
 

ヽ
－
′
〟
 
 

l
 
ぅ
し
1
奉
賛
に
於
い
て
、
這
の
床
菜
に
は
、
同
時
に
、
大
小
の
詔
企
業
が
開
始
さ
れ
る
n
∵
か
く
て
、
カ
レ
 

限
界
利
潤
率
曲
線
が
、
或
る
鮎
を
過
ぎ
る
と
右
下
り
 

程
〓
資
と
利
子
 
 

五
 
 
 

第 －－・  問  

〆一〆－－一  

、≠   

．＿＿K  

転
 
見
て
姦
礎
叩
む
持
つ
て
ゐ
な
い
と
貫
ふ
。
犬
と
の
機
械
は
一
つ
の
段
通
の
 
 

る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
、
（
こ
大
規
模
不
経
済
盲
r
g
e
 
s
c
a
l
e
 
d
i
s
・
 
 

e
c
昌
。
邑
e
s
）
（
二
）
不
完
全
簡
単
ハ
i
m
p
監
e
c
－
c
O
握
邑
i
O
n
′
の
二
 
 

っ
の
理
狛
に
よ
つ
て
生
起
す
る
と
、
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
限
兇
利
 
 

潤
率
曲
線
が
、
或
る
鮎
を
過
ぎ
る
と
右
下
り
に
下
降
す
る
傾
向
を
侍
つ
 
 

皇
再
ふ
通
常
の
見
解
檻
勤
し
て
、
カ
レ
ツ
キ
1
は
次
の
如
く
、
修
正
を
 
 

試
み
る
。
即
ち
、
第
「
の
、
大
規
模
不
粁
商
の
押
由
は
、
エ
襲
塾
的
に
 
 

大
き
さ
を
持
つ
て
柊
ゐ
る
が
、
其
の
最
適
Q
型
の
、
数
多
の
疇
械
を
働
か
 
 

せ
て
柿
は
ぬ
で
、
は
な
い
か
。
従
つ
て
、
エ
寮
費
的
に
見
て
、
．
大
規
模
不
 
 

ヽ
】
ノ
 
 

経
研
と
冨
ふ
の
は
非
現
茸
的
で
あ
り
、
成
立
し
か
い
と
冨
ふ
川
。
同
時
 
 

に
、
大
規
模
不
粁
困
の
理
由
は
、
大
規
模
企
業
に
於
い
て
生
起
す
る
と
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第
二
十
叫
怨
 
第
二
既
 
 

発
の
大
き
さ
を
制
約
す
る
他
の
要
素
を
考
慮
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
 
 

． 

右
の
考
察
に
於
い
て
は
、
虚
率
は
投
若
漂
翌
で
驚
こ
と
巌
足
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
〆
按
針
葦
行
な
る
革
礫
 
 

を
以
つ
て
示
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
第
咄
掛
の
示
す
如
く
で
あ
る
。
此
の
慣
琴
ぼ
、
通
常
用
ひ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
 
 

主
張
の
如
く
、
限
暴
利
潤
琴
曲
扱
が
、
撃
菜
下
り
の
傾
向
を
持
た
ぬ
と
す
れ
ば
、
投
資
魚
は
灘
限
と
見
倣
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 
 

投
賓
象
限
定
の
現
驚
的
な
解
決
む
得
る
た
め
に
は
、
此
の
仮
定
計
数
来
L
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
カ
レ
ツ
キ
ー
の
投
資
畳
決
定
に
於
け
 

る
着
眼
の
盈
鮎
は
へ
 
こ
の
鮎
に
あ
る
。
 
 

鼓
忙
、
投
資
さ
れ
る
資
本
温
の
増
加
す
牒
と
共
に
、
′
限
界
危
険
（
m
a
r
g
i
邑
計
k
）
は
増
大
す
る
と
冨
ふ
恨
定
を
毅
入
す
る
。
 
 

認
数
的
に
見
て
、
平
均
利
潤
率
（
a
完
藁
e
邑
¢
0
叫
竹
r
O
詳
∵
が
甘
落
し
て
利
子
率
ぬ
及
ぼ
ぬ
場
合
町
な
れ
ば
、
援
資
が
大
な
れ
 
 

＼
－
ノ
 
 

ば
大
な
る
は
ど
、
企
巣
窟
の
自
己
資
本
か
ら
生
す
る
企
柴
者
所
得
（
e
n
－
握
ぎ
票
r
ご
n
c
O
m
e
）
は
愈
と
多
く
縮
少
す
る
空
港
 
 

を
カ
レ
ツ
キ
ー
は
、
次
の
如
き
兵
髄
的
な
場
合
を
設
け
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
、
「
利
子
率
は
∽
竹
e
：
g
〉
 
企
発
着
の
自
己
 
 

資
本
は
呈
万
ポ
ン
ド
、
獲
得
さ
れ
た
信
用
も
ー
層
万
ポ
ン
ド
、
と
せ
よ
。
若
し
、
平
均
報
酬
率
 
（
a
責
a
駕
邑
の
○
ニ
e
t
亡
且
 
 

が
“
℃
e
：
昌
t
－
と
す
る
と
、
企
業
者
の
地
所
待
は
、
彼
が
何
も
借
入
れ
て
ゐ
な
い
と
仮
定
し
た
場
合
の
≡
ガ
ボ
ン
ド
に
比
べ
て
、
 
 

完
ポ
ン
ド
と
冨
ふ
こ
と
に
な
る
。
然
る
忙
、
（
自
巳
安
永
百
万
ポ
ン
ド
投
下
の
・
上
？
・
∵
筆
者
挿
入
し
琶
ガ
ボ
ン
ド
の
信
用
を
 
 

以
つ
て
す
る
繁
昌
は
彼
竺
ガ
ポ
シ
ド
の
純
損
失
（
邑
－
O
S
S
）
藍
驚
こ
と
に
な
り
、
十
分
に
長
斯
竺
且
り
、
そ
れ
を
損
げ
る
 
 

ヽ
，
ノ
 
 

な
ら
、
其
の
損
失
は
彼
を
破
算
に
追
込
む
で
あ
ら
う
揮
。
」
 
 
 

此
の
危
険
増
大
の
原
則
（
p
旨
c
i
甘
。
〓
n
c
r
e
a
s
i
n
恥
骨
k
）
は
、
′
カ
レ
ツ
キ
ー
が
彼
の
「
景
気
贋
動
の
慧
巴
A
t
h
竃
『
 
 
 

○
ご
訂
芽
s
l
n
e
s
s
C
y
c
訂
・
R
乱
茎
○
－
E
c
昌
O
m
i
c
S
邑
i
β
ぎ
ー
．
P
芦
ド
に
於
い
て
既
に
用
ひ
、
プ
ラ
イ
エ
声
 
 

］
詳
記
i
ナ
占
i
n
B
釘
旨
冠
g
2
u
け
J
存
否
2
i
の
d
訝
G
監
・
さ
d
・
河
a
p
i
l
a
ぎ
a
旨
乳
∴
 
N
卦
s
c
買
許
f
軒
家
I
i
O
n
a
l
O
e
k
O
n
O
m
i
ヂ
 
 
 

六
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か
ぐ
て
、
投
資
驚
は
、
限
界
利
潤
率
が
、
賢
危
瞼
傘
〆
と
利
墓
♪
と
の
合
計
品
等
し
い
去
ふ
條
件
誓
つ
て
、
 
 

輿
へ
ち
れ
る
が
、
も
十
q
曲
線
は
、
危
傲
増
大
の
原
則
を
導
入
す
る
こ
と
賢
つ
て
、
爵
忘
の
如
き
水
準
曲
放
で
は
な
く
、
計
 
 

上
り
の
上
向
傾
斜
曲
紘
に
な
告
河
し
て
、
軋
の
曲
線
と
限
界
利
潤
率
曲
線
と
の
交
瓢
は
、
大
規
模
不
経
済
及
び
不
完
全
競
争
の
存
 
 

、
「
ノ
 
5
 
 

し
な
い
場
合
の
投
資
畢
を
決
定
す
る
0
。
（
第
二
園
参
照
）
 
 

K
 
 

授
章
阜
利
子
 
 
 

評
n
d
 marginalrate ofpIOfit  

． 

k
蚤
忙
投
資
し
て
ゐ
る
企
発
着
の
私
的
資
本
p
r
i
貴
命
C
a
p
i
t
a
l
（
所
 
 

謂
自
己
資
本
b
W
n
C
a
p
i
邑
．
と
蓄
横
）
が
小
さ
け
れ
ぼ
ル
い
軋
ど
、
 
 

彼
の
所
得
を
損
ず
る
危
険
は
大
で
あ
る
。
私
的
資
本
（
p
r
i
邑
の
C
a
p
†
 
 

邑
）
が
小
さ
い
ほ
ど
ー
ゝ
十
へ
曲
線
ほ
、
よ
り
高
く
昇
り
、
投
資
 
 

蚤
転
は
、
よ
り
小
さ
く
な
る
で
あ
ら
う
。
か
く
て
、
∵
定
の
産
米
に
甘
 
 

敬
す
る
緒
企
栄
は
、
夫
と
の
私
的
資
本
（
p
賢
a
打
つ
a
p
i
邑
）
が
相
等
 
 

し
く
な
い
か
ら
、
投
資
の
大
き
さ
、
即
ち
、
企
菜
の
規
模
は
、
相
等
し
 
 

＼
 
 

ヽ
ノ
 
′
0
 
 

い
も
の
で
は
な
い
n
。
 
 

第
叫
固
の
、
場
合
、
限
界
利
潤
率
の
天
美
の
鮎
危
相
違
せ
る
生
産
方
韓
 
 

が
呼
癒
す
る
け
わ
ど
も
、
攣
一
期
の
場
合
は
、
不
攣
の
報
酬
（
c
昌
S
。
 

ヒ
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第
二
十
膚
巷
 
第
〓
耽
 
 

、 

入
 
 

音
芝
昆
曇
宏
）
と
不
完
全
翫
寧
の
除
去
と
藍
肌
接
し
て
ゐ
る
。
不
攣
の
報
酬
と
完
全
競
寧
の
あ
る
と
こ
ろ
、
カ
レ
ツ
キ
一
に
依
れ
ぼ
 
 

生
産
技
術
踵
、
投
資
さ
れ
る
堂
に
つ
勅
て
攣
化
す
る
こ
・
と
は
な
ぴ
。
梯
大
利
潤
率
（
員
数
ヨ
∈
ゴ
邑
e
。
叫
℃
註
i
｛
）
 
拭
企
琴
の
硯
 
＼
 

ノ
 
 

桟
が
ど
う
あ
ら
う
と
ー
同
「
の
生
産
方
法
の
適
用
に
よ
つ
て
獲
得
さ
れ
る
描
。
此
の
転
な
條
件
の
下
で
、
利
子
率
が
狸
勤
す
る
場
合
 
 

投
東
灘
へ
の
影
響
が
如
何
な
る
も
の
か
を
吟
味
す
る
。
恨
・
り
忙
、
利
子
率
が
引
下
げ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
ど
う
・
放
る
か
を
考
察
す
る
と
 
 

ふ
よ
昔
牒
言
蒜
行
し
て
、
そ
れ
と
覧
針
琴
嬰
の
交
封
は
方
正
移
管
㈹
Q
（
讐
繋
）
 
 

′
 
 

、
 

欒
の
報
酬
の
場
合
転
澱
㌫
て
も
、
 
 

。
．
 ノ

 
 

′
－
－
●
 
 
 

の ‘  

ば
｝
 
 
 

衝
の
十
分
な
る
條
僻
む
な
す
。
即
ち
、
限
界
生
鐘
カ
と
不
欒
の
報
酬
と
の
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
此
の
触
諭
は
、
資
本
及
び
弊
働
の
限
界
坐
床
カ
 
 

の
古
典
班
論
と
ほ
矛
盾
す
冤
や
う
に
思
は
れ
る
・
。
即
ち
、
そ
れ
 
 

於
い
′
て
は
、
生
産
物
教
最
は
、
常
該
生
産
に
使
用
さ
れ
る
蜜
 
 

に
 
 

質
資
本
及
び
労
働
の
数
蚤
の
、
限
定
函
数
で
あ
る
と
言
ふ
、
葦
 
 

純
化
さ
れ
た
蕉
産
の
モ
デ
ル
が
梢
謂
さ
ー
一
か
る
。
 

勢
な
る
仮
借
は
、
各
馨
素
の
限
界
生
産
力
と
生
産
物
憺
格
か
ら
 
 

分
輿
挙
れ
る
各
要
素
慣
壷
と
の
均
等
に
祥
す
る
。
し
か
し
、
不
 
 

即
ち
不
攣
の
報
酬
が
行
督
亘
り
。
而
し
て
、
不
完
全
競
争
 
 

の
影
響
を
帥
き
去
る
狼
．
り
に
於
㌦
て
は
、
利
子
率
の
褒
動
‥
ば
、
 
 

企
菜
‥
甘
に
よ
つ
て
柁
ば
れ
る
錬
磨
方
法
に
拭
影
響
し
な
い
け
れ
 
 

ど
も
、
計
鑑
さ
れ
る
投
資
の
大
き
さ
に
の
み
影
樹
す
る
。
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り
 
 

均
等
笹
企
業
者
刹
怨
（
昌
t
r
e
喝
r
か
n
e
象
a
－
首
ヱ
を
排
除
し
て
均
腎
協
た
ら
す
ぃ
1
。
 
 

長
期
均
衡
む
構
想
す
る
苗
胤
ハ
理
論
に
於
い
て
∵
利
子
率
下
落
の
場
合
」
如
何
な
る
欒
劫
が
生
起
す
」
タ
か
。
生
琴
方
法
む
於
い
て
叫
 
 

徴
発
東
家
的
方
法
が
探
用
さ
れ
、
従
つ
て
、
資
本
の
限
界
生
産
力
は
、
よ
り
低
く
翠
＼
努
働
の
そ
れ
は
、
逆
に
、
よ
り
拓
く
な
ろ
。
 
 

努
働
と
資
本
の
雇
鵬
患
比
率
に
於
い
て
、
後
者
が
、
よ
り
大
に
な
る
。
J
こ
の
浣
な
新
し
い
薫
別
均
衡
へ
の
移
行
が
密
現
さ
れ
る
じ
併
 
 

し
、
此
の
場
合
、
新
L
き
長
潮
均
衡
が
考
察
の
中
心
に
な
つ
て
を
り
、
企
森
永
わ
計
諒
迂
及
ぼ
す
溶
接
の
影
攣
払
、
畢
釘
関
学
と
し
 
 

て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
報
酬
不
欒
の
恨
兄
を
設
け
る
場
合
、
利
子
率
下
落
は
如
何
な
る
攣
動
を
結
琴
7
－
る
か
。
カ
レ
ウ
キ
ー
・
掟
依
れ
 
 

ぼ
、
危
険
轍
大
の
政
則
を
考
慮
佐
入
れ
ぬ
と
す
れ
ぼ
、
無
限
の
大
京
の
投
要
が
計
記
さ
れ
る
傾
向
が
生
起
す
る
で
あ
ら
う
し
、
鎮
境
 
 

＼
ノ
 
0
 
 

親
模
無
限
大
の
場
合
に
は
如
何
を
る
生
産
方
法
も
釈
限
の
利
潤
を
興
へ
る
が
故
に
、
生
産
力
政
は
不
定
と
冨
ふ
と
と
に
な
る
澤
。
と
 
 

こ
ろ
が
生
産
物
の
産
銅
盤
が
急
．
に
増
加
し
た
後
に
は
、
常
該
盆
産
物
憤
格
は
下
落
し
、
此
の
下
落
は
、
眼
界
生
産
力
方
程
式
を
満
足
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
－
ノ
 
 

l
 
す
る
が
如
き
他
の
長
期
均
衡
の
回
復
を
可
能
恋
う
し
め
る
ぴ
。
 
 
 

カ
レ
ツ
キ
ー
の
問
題
ほ
∴
反
斯
均
衡
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
、
輿
へ
ら
れ
た
状
態
に
於
け
る
企
来
者
の
計
‡
に
存
す
る
。
其
の
場
 
 

今
計
古
に
於
け
る
投
資
藍
決
定
が
危
険
檜
吠
の
原
則
に
綻
ふ
と
冨
ふ
の
で
一
め
る
㍉
而
し
て
此
の
決
定
要
因
正
、
古
典
期
論
に
於
い
 
 

て
は
、
不
欒
の
報
酬
・
と
長
期
均
衡
で
季
芯
蓮
の
上
に
立
つ
企
薬
を
考
放
す
る
場
合
に
も
存
在
し
な
い
と
見
る
の
で
あ
る
。
古
典
矧
 
 

論
で
は
、
佐
和
子
挙
が
、
ょ
り
資
本
家
的
生
産
方
法
を
使
用
す
る
原
因
を
な
す
と
鬼
る
が
、
之
拭
、
罫
に
長
斯
均
衡
状
態
に
於
い
て
 
 

の
み
な
ら
ず
、
不
均
衡
（
d
i
等
号
－
i
b
計
m
）
に
於
け
る
企
業
藩
ゐ
計
昔
の
場
・
含
に
も
横
浜
さ
れ
て
ね
る
。
し
か
し
、
カ
レ
ツ
キ
一
 
 

に
よ
れ
ば
、
此
の
撰
張
は
誤
謬
で
あ
る
。
即
ち
、
不
発
藍
別
寧
を
抽
き
卑
り
、
而
し
て
、
危
険
増
大
の
原
則
む
導
入
す
る
限
り
、
利
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
針
 
 

子
率
下
落
は
、
企
業
者
の
計
憲
に
於
い
て
採
用
さ
れ
る
生
嘩
方
法
に
・
は
頃
牧
の
影
響
は
な
い
と
見
る
浮
。
侍
、
利
子
率
下
落
は
生
産
 
 

方
法
に
は
影
轡
せ
す
し
て
、
投
資
の
大
脅
さ
の
争
に
影
響
む
持
つ
と
冨
ふ
カ
レ
ツ
キ
ー
の
主
張
は
、
m
単
に
計
某
だ
け
に
関
す
る
秒
で
 
 
 

痕
譜
と
知
子
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山
○
 
 

第
〓
†
－
巷
 
鰐
〓
牧
 
 

あ
ゎ
、
計
宣
の
軍
規
か
ら
生
起
す
る
状
態
に
は
閲
し
な
い
。
こ
の
祓
に
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
場
合
は
、
竃
典
理
論
の
そ
れ
と
相
違
し
て
 
 

ゐ
る
。
 
 

⊥
般
的
に
言
つ
て
、
企
共
著
に
よ
つ
七
行
は
れ
る
投
資
は
、
常
該
企
柴
に
と
つ
て
、
始
め
て
の
そ
れ
で
は
な
い
。
従
つ
て
、
企
菜
 
 

の
拾
ふ
危
険
の
負
捧
榛
、
単
に
硯
期
に
計
還
さ
れ
る
投
資
に
の
み
依
存
す
る
も
の
で
ほ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
如
上
の
所
論
で
ぼ
、
－
 
 

定
の
首
已
琴
不
（
g
i
諾
n
C
a
号
a
l
。
f
i
t
0
0
。
W
n
）
を
以
つ
て
」
新
し
く
出
資
す
る
企
菜
の
投
資
新
開
題
と
し
て
釆
た
の
で
あ
る
。
 
 

言
は
ぼ
、
企
業
の
投
資
の
特
殊
0
場
合
む
考
察
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
問
題
を
叫
摸
化
す
れ
ぼ
如
何
及
る
蘭
論
が
得
ら
れ
 
 

る
か
が
次
に
間
は
る
ペ
き
で
あ
る
。
 
 
 

カ
レ
ツ
キ
ー
は
、
此
の
問
題
を
次
の
如
く
見
る
。
金
森
の
過
去
及
び
現
在
の
短
資
か
ら
、
常
該
企
業
の
現
在
の
自
己
琴
本
（
O
W
芦
 
 

釘
 
で
語
e
n
t
C
鼠
t
a
l
）
を
引
き
去
つ
た
も
の
を
雷
該
企
菜
の
「
拘
束
」
（
c
。
m
m
i
t
m
e
n
t
s
）
と
呼
ぶ
鐙
。
企
業
の
危
険
負
括
は
、
か
か
 
 

る
普
昧
P
「
拘
束
」
の
結
果
と
考
へ
る
。
そ
の
「
拘
束
」
を
更
に
立
ち
入
つ
て
分
析
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は
、
常
該
企
菜
の
垂
木
設
備
と
 
 

晋
鱒
望
の
投
資
証
文
乃
至
最
近
の
投
資
証
文
と
を
相
加
へ
た
も
の
ヰ
釘
包
含
す
る
過
去
の
投
啓
費
細
か
ら
、
常
設
企
業
抄
出
教
時
鮎
に
 
 

於
け
る
自
己
資
本
（
。
き
c
骨
t
a
ご
と
其
の
後
の
苔
瞭
愚
と
忙
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
私
的
資
本
（
p
r
i
邑
e
 
c
a
p
i
邑
）
彗
引
ま
 
 

っ
た
も
の
に
等
し
い
と
貫
ふ
こ
と
に
な
る
。
危
険
増
大
曲
線
（
c
u
r
完
O
f
 
i
n
c
r
窒
S
i
宗
旨
k
〕
が
開
興
す
る
の
は
、
右
の
如
き
内
 
 

容
を
持
つ
「
拘
束
」
の
聾
者
一
掛
る
。
限
界
利
潤
率
と
利
子
率
と
の
差
額
を
限
界
純
利
潤
カ
（
m
a
r
g
i
邑
＝
邑
宣
邑
i
邑
i
音
）
 
 

4
呼
ぶ
な
ら
ば
、
今
、
行
は
れ
る
投
資
計
音
は
、
「
拘
克
」
繁
限
界
危
険
率
が
限
界
純
利
潤
力
に
相
等
し
く
な
る
瓢
藍
で
、
押
し
 
 

ヽ
ノ
 
4
 
 

造
る
が
如
き
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ほ
。
 
 

荘
 
㈹
胸
 
声
K
a
－
e
c
粁
㌃
E
s
s
a
y
s
首
t
F
e
T
h
e
。
r
y
〇
【
E
c
。
｝
岩
m
i
c
廿
一
－
u
c
－
u
a
t
i
芦
廿
…
芦
 
 
 

り
乃
釘
 
i
b
i
d
．
P
．
欝
．
 
 

（
′
人
′
＼
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第
三
節
 
 
若
 
干
、
の
 
吟
 
味
 
 

以
上
に
ぬ
い
て
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
個
別
的
投
資
決
忌
論
の
、
吉
日
む
跡
づ
け
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
論
旨
の
雷
鮎
に
就
い
て
若
干
の
 
 

吟
味
を
試
み
る
。
 
 
 

第
仙
に
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
所
謂
限
界
危
険
率
曲
線
乃
至
危
険
増
大
曲
線
の
性
質
を
採
り
上
げ
る
。
此
の
限
界
危
険
が
、
カ
レ
ツ
キ
 
 

ー
の
個
別
的
投
資
盈
決
定
の
尚
題
に
於
い
て
は
最
も
重
琴
な
る
役
割
を
括
つ
て
ゐ
る
・
こ
と
、
眈
に
、
是
散
見
た
如
く
で
あ
る
が
、
そ
 
 

れ
は
、
企
柴
の
投
資
の
う
ち
、
自
己
琴
本
及
び
常
該
企
業
の
蓄
積
（
こ
の
二
つ
‥
軋
、
カ
レ
ツ
キ
ト
の
所
謂
私
的
資
本
の
内
容
を
な
す
 
 
 

投
だ
と
利
子
 

一
一
 
 
 

（24）（22）（20）（19）（17）（16）（】3）（11）（9）   
（23）（21） （18） （14）（12）（10．）  

し15〕  

i
b
i
d
．
P
．
¢
叫
．
 
 
 

i
b
i
d
．
P
り
 
や
甲
 
 
 

i
ケ
邑
．
P
抽
 
選
 

山
b
－
d
．
P
”
1
0
〇
．
 
 
 

詳
i
d
．
増
ル
ー
O
N
．
 
 
 

i
b
i
d
．
P
一
－
○
㌣
 
 
 

i
b
i
d
．
P
…
l
O
ふ
．
 
 
 

i
F
】
d
．
P
．
－
0
∽
．
 
 

i
訂
d
．
勺
．
－
○
ひ
．
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叫
こ
 
 

夢
二
十
一
名
 
第
〓
娠
 
 

こ
と
眈
に
見
た
如
く
で
あ
る
）
に
角
は
ぎ
る
部
分
、
即
ち
、
二
疋
の
市
場
利
子
率
む
常
に
負
捺
し
て
ゐ
る
部
分
に
就
い
て
見
積
ら
れ
 
 

る
も
の
で
あ
つ
た
。
即
ち
、
カ
レ
ツ
キ
ー
は
、
企
柴
の
「
拘
束
」
に
於
い
て
、
危
舷
嬰
系
の
源
泉
畝
謝
め
よ
う
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
 
 

カ
レ
ツ
キ
」
の
構
想
の
故
初
の
恨
定
竺
・
疑
の
臼
己
琴
鱒
む
以
つ
て
、
新
た
に
投
資
に
提
琴
せ
ん
と
す
る
企
業
に
開
す
か
も
の
で
撃
 
 

つ
た
。
そ
れ
故
、
筒
己
資
本
の
み
歓
以
つ
て
投
資
に
綻
ふ
限
り
に
於
い
て
は
「
拘
束
」
は
あ
・
り
待
－
ず
、
捉
つ
て
、
危
険
曲
組
も
問
題
に
 
 

な
ら
ぬ
。
即
ち
、
第
二
間
及
び
第
三
国
に
於
け
る
危
険
曲
線
が
、
縦
軸
か
ら
…
定
の
間
隔
歓
以
て
始
童
る
の
瞳
、
．
こ
の
た
め
で
あ
ら
 
 

ぅ
。
次
に
、
山
先
の
利
子
む
負
挺
す
る
と
こ
ろ
の
、
借
入
れ
資
金
に
よ
る
投
糞
が
増
大
す
れ
ば
す
る
は
ど
、
限
界
値
除
曲
紡
が
愈
モ
 
 

右
上
り
の
傾
斜
を
描
く
こ
と
は
、
投
資
盈
の
増
大
に
つ
れ
て
、
常
該
企
東
の
営
む
事
業
の
不
成
功
も
亦
、
可
能
性
む
増
す
こ
と
を
前
 
 

提
と
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
同
時
に
又
∵
投
資
を
急
遽
資
即
す
る
必
要
の
惹
超
す
る
場
合
、
一
定
商
品
抄
そ
の
顧
な
場
合
 
 

祓
、
損
失
を
免
れ
ぬ
で
あ
ら
う
。
従
つ
て
、
投
資
増
大
は
非
施
敵
性
の
危
・
娠
の
増
大
を
も
意
味
す
る
。
ヘ
ロ
c
呂
○
計
c
a
J
ぎ
ー
．
 
 

と
同
 
 

ヽ
ノ
 
5
 
Ⅰ
亘
 
ぎ
・
－
の
V
葬
a
訂
c
k
i
〉
T
h
の
P
r
i
n
c
i
p
訂
○
ニ
n
c
蒜
a
S
i
＃
g
㌘
s
粁
．
P
・
思
ド
）
ほ
 
 

＼
－
ノ
 
 
 

筒
、
カ
レ
ツ
キ
ー
は
、
葱
㈹
文
に
於
い
て
、
時
間
の
m
単
位
懲
り
の
川
裟
炭
基
準
禦
甘
柿
想
し
ま
う
と
読
み
で
ゐ
る
が
、
国
s
s
a
）
・
S
 
 

i
n
・
T
h
e
↓
F
会
r
y
O
巧
E
c
O
n
O
m
i
c
F
－
宍
t
L
l
a
t
i
O
n
S
に
於
け
る
投
資
決
定
論
で
は
、
そ
れ
を
撤
回
し
て
ゐ
る
。
 
 
 

此
の
限
界
危
扱
の
構
想
の
秩
抵
掟
存
す
る
と
こ
ろ
の
、
企
辣
料
ゐ
投
資
に
於
け
る
危
険
要
素
は
、
笛
典
理
論
に
は
造
を
摺
め
難
い
 
 

と
カ
レ
ツ
キ
ー
は
考
へ
る
の
で
あ
る
が
、
例
へ
ぼ
、
カ
ー
リ
ン
の
論
文
「
貯
蓄
及
び
投
資
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
矧
諭
に
開
す
ゑ
着
菅
 
 

の
覚
書
」
 
（
出
e
邑
O
E
i
n
）
S
。
m
の
誉
t
e
s
。
n
 
l
訂
S
ざ
c
町
h
。
訂
T
h
砦
呵
｝
。
f
S
a
亘
訂
g
芸
n
（
＝
n
表
旨
宗
｛
．
Ⅰ
．
り
訂
E
・
 
 

・
／
 
 

e
牒
m
i
c
J
。
彗
邑
）
ノ
甘
－
・
㍍
L
≦
Ⅰ
・
）
に
於
い
て
は
、
右
畢
素
に
耽
を
、
蛮
予
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
は
ゐ
る
が
、
未
解
決
の
間
 
 

顧
と
し
て
、
必
す
し
も
承
認
さ
れ
て
は
を
ら
す
、
従
つ
て
、
そ
れ
底
柁
貿
汲
定
に
は
象
興
し
て
ゐ
な
い
。
仰
〔
、
ノ
オ
ー
リ
ン
が
カ
レ
 

ッ
キ
ー
の
所
謂
危
険
要
素
む
腱
望
し
て
ゐ
ろ
の
は
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
論
文
寿
命
買
n
．
c
－
で
e
。
h
 
I
n
c
r
e
a
s
5
．
泊
R
i
s
k
・
に
於
け
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
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危
険
概
念
成
立
の
臆
初
形
態
と
見
倣
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
彼
の
論
文
A
き
e
O
H
y
 
O
ご
b
α
㌘
s
i
n
窪
C
y
c
｝
e
リ
R
彗
i
票
…
f
 
 

．
＼
ノ
 
E
c
O
n
O
2
．
C
S
邑
i
命
斡
・
ぎ
ー
・
傘
㌧
ワ
訂
・
柏
・
を
対
象
と
し
て
ゐ
る
と
解
せ
ら
れ
る
璧
 
 
 

ォ
ー
リ
ン
に
埠
紬
ぼ
、
そ
の
過
程
分
析
（
p
喜
e
S
S
a
n
a
官
s
）
成
於
い
て
、
壷
紹
親
裁
へ
e
監
旨
p
－
e
n
O
m
e
凰
む
故
ふ
場
 
 

合
に
投
資
計
讃
が
搾
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
、
投
棄
計
責
は
ー
何
よ
り
も
児
づ
、
利
潤
期
待
曾
○
慧
遥
e
C
t
a
t
仰
○
旦
に
基
 
 

礎
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
利
子
率
む
麗
過
し
て
報
酬
む
生
ず
る
で
・
め
ら
う
と
企
発
音
が
考
へ
る
と
こ
ろ
の
、
魔
て
の
投
資
を
計
遷
 
 

す
る
と
限
定
す
る
の
ほ
鋲
謬
で
あ
る
と
見
る
。
即
ち
、
利
潤
を
見
込
怠
る
る
す
べ
て
の
可
能
撲
寛
が
、
悉
て
計
査
さ
れ
る
の
で
は
な
 
 

い
。
企
業
の
現
在
の
現
金
及
び
信
用
資
渡
が
、
更
に
大
庵
る
投
寧
鼻
す
ほ
ど
大
で
は
な
い
と
言
ふ
尊
貴
が
制
約
者
と
し
七
働
く
。
 
 

次
隼
、
利
潤
あ
り
と
考
へ
ら
れ
る
投
貿
に
尉
し
芸
大
な
る
願
基
易
に
借
入
れ
得
る
が
如
き
明
大
な
る
企
蔑
も
、
共
の
負
債
の
増
 
 

加
を
嫌
ふ
傾
向
が
あ
る
。
カ
レ
ツ
キ
1
は
」
正
に
、
菟
に
危
険
増
大
の
原
即
む
導
入
し
た
の
ご
あ
る
が
′
、
オ
ー
リ
ン
は
、
し
か
し
、
 
 

企
業
育
の
負
債
の
増
血
が
、
投
煮
を
利
潤
な
き
も
の
に
す
る
明
謹
と
し
て
、
瑠
へ
縛
ら
る
る
か
ど
う
か
は
1
庸
、
未
解
決
の
問
題
と
 
 
 
 
 
 
 
＼
－
ノ
 
 

見
る
 
 

第
二
に
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
個
別
的
投
資
決
整
澗
に
於
け
る
副
手
率
の
取
扱
を
吟
味
す
る
。
普
請
胡
問
に
放
け
る
利
子
率
の
大
き
さ
 
 

は
企
共
に
と
つ
七
、
典
へ
ら
れ
た
も
の
で
哲
篭
是
は
、
市
場
利
子
率
に
償
面
し
七
投
桑
許
諾
む
樹
立
す
る
企
菜
の
規
準
か
ら
し
■
て
、
 
 

も
と
よ
り
雷
戯
の
想
定
で
あ
る
。
問
題
は
、
例
へ
ぼ
、
調
子
挙
が
引
下
げ
て
輿
へ
ら
れ
た
場
合
、
古
典
理
論
と
の
封
比
に
於
い
て
、
 
 

ヵ
レ
ツ
キ
ー
の
場
合
が
如
何
に
あ
る
か
乾
布
す
る
・
。
由
者
に
あ
つ
て
は
、
適
應
の
過
程
が
十
分
の
時
間
要
素
を
婁
求
し
、
∵
應
資
本
 
 

家
的
な
生
産
方
痕
が
採
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
新
し
き
均
衡
へ
．
移
行
が
驚
挽
き
れ
る
。
と
こ
ろ
で
此
の
場
合
、
企
業
の
報
酬
不
婁
登
別
 
 

鑓
す
れ
ぼ
、
投
資
規
模
は
無
限
で
－
め
り
、
生
鐙
方
法
は
不
定
で
あ
る
と
一
應
考
へ
ら
れ
る
。
即
ち
ー
無
限
大
の
投
資
の
場
合
、
平
均
 
 
 

欒
蕾
∵
三
朝
デ
 
 

ー
畠
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壷
二
十
山
雀
 
夢
二
統
 
 

一
四
 
 

費
用
儀
小
、
従
つ
七
生
産
物
凍
位
借
り
用
潤
極
大
ヾ
を
導
く
隕
如
き
生
嘩
方
法
を
選
接
し
な
く
と
も
、
正
の
罵
位
語
り
利
潤
さ
へ
あ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＼
ノ
 
 

n
フ
 
れ
ば
、
飽
利
潤
の
極
大
は
獲
得
さ
れ
る
持
。
従
つ
て
生
産
方
衰
不
定
と
考
へ
て
芸
文
へ
な
い
。
 
 

反
■
り
ん
、
カ
レ
ツ
キ
ー
の
瘍
合
は
、
十
分
の
時
間
要
素
を
琴
り
入
れ
、
計
富
秒
貨
硯
の
結
果
を
も
考
慮
に
入
れ
る
と
こ
ろ
の
、
長
期
 
 

均
衡
の
そ
れ
で
は
な
い
。
た
だ
、
一
定
の
寛
解
約
状
態
の
下
に
放
け
る
企
菜
箸
の
計
丑
だ
け
を
問
題
に
し
て
ゐ
る
。
従
つ
て
、
計
寄
 
 

匿
於
け
る
投
資
決
定
嬰
因
と
し
て
は
、
利
子
率
む
攣
助
に
應
ず
る
生
唾
方
法
の
欒
化
む
考
慮
す
る
代
・
り
に
、
危
険
増
大
の
原
則
む
導
 
 

入
す
る
。
こ
こ
に
、
利
子
率
が
投
資
蒐
決
定
に
随
係
す
る
仕
方
に
於
い
て
、
古
典
璧
㈹
の
場
合
と
カ
レ
ツ
キ
一
灯
そ
れ
と
の
明
瞭
恵
 
 

墓
異
見
る
盲
で
一
芝
。
即
ち
、
カ
レ
ツ
ナ
 

牒
 

第
三
に
、
投
資
の
限
界
利
潤
率
（
カ
レ
ツ
キ
パ
は
前
掲
論
文
P
r
i
n
c
i
p
l
e
O
＝
n
c
乳
量
欝
k
に
於
い
て
は
、
是
を
・
投
資
の
 
一
 
 

覧
故
率
喜
昔
l
集
c
i
e
n
c
y
。
－
i
彗
星
m
e
n
－
と
呼
ぶ
。
計
n
。
m
i
c
a
∵
。
p
・
C
i
－
■
p
去
こ
の
逓
減
姦
芸
い
鮎
 
 

を
吟
舞
す
る
。
カ
レ
ツ
キ
ー
の
投
資
決
蜜
珊
で
は
、
限
界
利
潤
率
曲
嘩
は
横
軸
に
平
行
で
あ
る
と
恨
走
L
て
ゐ
る
。
此
紆
仮
定
の
根
 
 

城
は
、
既
に
見
た
如
く
、
大
規
模
不
経
済
の
否
定
及
び
不
完
全
競
争
の
否
定
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
者
に
戯
け
る
エ
彗
塾
的
純
角
 
 

量
ら
の
否
定
は
、
暫
く
問
題
の
外
に
蟹
く
と
し
て
、
管
理
機
カ
の
有
限
性
を
香
定
す
る
こ
と
に
は
、
侍
、
多
く
・
の
問
題
を
埠
し
て
ゐ
 
 

る
と
考
へ
ら
れ
る
。
カ
レ
ツ
キ
ー
の
言
ふ
如
く
、
各
経
東
部
門
に
夫
モ
管
理
者
を
従
事
せ
し
め
る
と
し
て
も
、
企
蒸
全
般
の
政
商
の
 
 

管
理
者
は
依
琴
と
し
て
棲
め
て
少
数
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
呑
吐
能
力
の
人
的
有
限
性
は
、
カ
レ
ツ
キ
l
の
所
謂
産
菜
的
宜
人
の
場
合
 
 

な
ら
ず
と
も
、
是
を
否
定
し
得
な
い
軋
の
で
あ
る
。
後
者
、
即
ち
▼
不
完
全
親
密
（
C
訂
計
訂
ユ
i
n
は
カ
レ
ツ
キ
ー
の
不
完
全
兢
寧
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヽ
ノ
 
 

∧
U
 
概
念
に
就
き
輿
論
を
述
べ
て
ゐ
る
望
の
否
定
に
就
い
て
は
、
・
理
論
的
正
接
側
應
忽
足
し
得
る
と
し
て
も
、
東
軍
加
ら
接
着
干
の
鹿
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離
が
ー
あ
鳶
従
つ
て
、
′
限
界
利
潤
率
不
輿
の
前
捉
佗
は
、
∴
か
な
り
の
問
題
が
伏
在
し
て
ゐ
る
や
若
し
」
此
の
蹄
寧
を
認
め
得
一
甲
と
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レ
ツ
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澱
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相
貌
は
、
攣
欝
象
ら
ざ
る
む
得
な
い
で
あ
ら
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。
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き
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